
令
和
二
年
度
荒
魂
之
會
八
月
例
會
資
料

日
時

八
月
二
十
二
日
（
土
）
午
後
一
時
か
ら
午
後
三
時
迄

會
場

上
野
驛
前
茶
房

祭
禮

新
潟
・
謙
信
公
祭

出
來
事

東
京
の
路
面
電
車
運
轉
開
始

人
物
生
誕

辰
野
金
吾

人
物
忌
日

島
崎
藤
村

七
月
の
囘
顧
（
五
名
）

佐
藤

通
次
氏

平
成

二
年

七
月

三
日

三
十
一
囘
忌

岩
崎

孝
生
氏

平
成

六
年

七
月

七
日

二
十
七
囘
忌

高
橋

義
孝
氏

平
成

七
年

七
月
二
十
一
日

二
十
六
囘
忌

江
藤

淳
氏

平
成
十
一
年

七
月
二
十
一
日

二
十
二
囘
忌

鈴
木

克
則
氏

平
成
十
八
年

七
月
二
十
四
日

十
五
囘
忌

内
容

研
究
會

午
後
一
時
か
ら
午
後
三
時
迄

（
一
）
古
代
歌
謠
の
世
界
を
讀
む

其
の
三
，
四

『
古
今
集
遠
鏡
』
本
居
宣
長
著

報
告
者

竹
内

『
懷
風
藻
』

報
告
者

小
澤

（
二
）
萬
葉
集
輪
讀

（
三
）
日
本
書
紀
輪
讀

（
四
）
江
戸
武
家
事
典
輪
讀

（
五
）
偉
人
暦

ニ
、
例
會
豫
定

九
月
（
詳
細
未
定
）

研
究
課
題

『
リ
グ
＝
ヴ
ェ
ー
ダ
』

十
月
（
詳
細
未
定
）

研
究
課
題

『
詩
經
・
國
風
』

十
一
月
（
詳
細
未
定
）

研
究
課
題

『
楚
辭
』

十
二
月
（
詳
細
未
定
）

研
究
課
題

『
聖
詠
經
（
ニ
コ
ラ
イ
譯
の
聖
書
・
詩
篇
）』

ロ
、
會
合
催
物
案
内

・
三
の
丸
尚
藏
館
展
覽
會

第
八
十
六
囘
展
「
海
と
山
の
あ
ひ
だ
ー
近
代
日
本
の

風
景
描
寫
」

會
期
・
前
期
：
七
月
二
十
三
日
（
土
）
か
ら
八
月
二
十
三
日
（
日
）
迄

後
期
：
八
月
二
十
九
日
（
土
）
～
九
月
二
十
七
日
（
日
）
迄

・
國
立
博
物
館

特
別
展
「
き
も
の
」
六
月
三
十
日
（
火
）
～
八
月
二
十
三
日
（
日
）

古
今
集
遠
鏡

六
冊
。
寛
政
五
年(

一
七
九
三)

頃
成
立
。
同
九
年
刊
行
。

「
遠
鏡
」
と
は
望
遠
鏡
の
こ
と
。
実
は
こ
の
前
年
、
和
泉
國
貝
塚
の
岩
橋
善
兵
衛

が
、
國
産
天
體
望
遠
鏡
第
一
号
を
制
作
し
て
、
五
年
に
は
京
都
で
天
體
觀
測
會
が

開
か
れ
て
ゐ
る
。
岩
橋
の
望
遠
鏡
は
、
八
稜
筒
で
直
徑
が
二
十
四
セ
ン
チ
か
ら
二

十
七
セ
ン
チ
。
長
さ
が
そ
の
十
倍
と
言
う
大
き
な
も
の
で
、
「
阿
蘭
陀
わ
た
り
の

望
遠
鏡
よ
り
も
よ
く
み
ゆ
。
餘
が
家
に
も
所
持
す
」
と
橘
南
谿
は
『
西
遊
記
』
の

中
で
記
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
天
體
觀
測
會
を
主
催
し
た
の
も
橘
南
谿
で
あ
る
。

「
遠
鏡
」
と
い
う
書
名
が
ブ
ー
ム
に
乗
つ
た
も
の
と
は
言
へ
な
い
ま
で
も
、
こ
の

や
う
な
時
代
風
潮
の
中
に
あ
つ
た
こ
と
は
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

さ
て
本
書
は
、
『
古
今
和
歌
集
』
の
全
歌
（
眞
名
序
、
長
歌
は
除
く
）
に
、
今

の
世
の
俗
語(

サ
ト
ビ
ゴ
ト)

、
つ
ま
り
口
語
譯
、
ま
た
補
足
的
な
注
釋
を
添
へ
た

本
。
横
井
千
秋
の
序
文
に
「
こ
の
遠
鏡
は
、
お
の
れ
は
や
く
よ
り
こ
ひ
聞
え
し
ま

ゝ
に
、
師
の
も
の
し
て
あ
た
へ
た
ま
へ
る
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
。
千
秋
の
も
と

め
で
執
筆
し
た
。
譯
は
、
て
に
を
は
に
注
意
し
、
ま
た
言
葉
を
補
う
場
合
は
そ
の

箇
所
を
明
示
し
、
嚴
密
な
逐
語
譯
と
な
っ
て
い
て
、
一
見
、
初
學
者
向
き
の
入
門

書
で
は
あ
る
が
、
高
い
水
準
を
保
っ
て
い
る
。
『
古
今
集
』
は
宣
長
に
と
つ
て
最

も
尊
重
す
る
、
ま
た
愛
好
し
た
歌
集
で
あ
っ
た
。

「
古
今
集
は
、
世
も
あ
が
り
、
撰
び
も
殊
に
精
し
け
れ
ば
い
と
い
と
め
で
た
く
し

て
、
わ
ろ
き
歌
は
す
く
な
し
」（
『
う
ひ
山
ふ
み
』
）。

新
年
の
讀
書
始
め
も
同
集
序
を
選
ん
で
い
る
。
講
釈
も
『
源
氏
物
語
』
や
『
萬

葉
集
』
と
並
ん
で
そ
の
中
軸
と
な
る
も
の
で
、
生
涯
に
四
度
も
行
っ
て
い
る
。
一

つ
の
本
の
囘
數
と
し
て
は
最
高
で
あ
る
。

本
書
は
、
『
古
今
集
』
の
眞
名
序
、
長
歌
を
除
く
、
假
名
序
と
短
歌
の
全
部
を

當
時
の
口
語
で
譯
し
た
も
の
で
あ
る
。
書
名
は
、
卷
頭
に
「
雲
の
ゐ
る
と
ほ
き
こ

ず
ゑ
も
と
ほ
か
が
み
う
つ
せ
ば
こ
こ
に
み
ね
の
も
み
ぢ
葉
」
と

宣
長
は
、『
古
事
記
傳
』
の
完
成
に
全
力
を
傾
け
て
を
り
、
今
さ
ら
『
古
今
集
』

の
注
解
を
試
み
よ
う
と
す
る
意
圖
は
な
か
つ
た
と
し
て
も
、
宣
長
の
『
古
今
集
』

の
説
を
知
つ
た
門
弟
の
間
か
ら
、
『
古
今
集
』
の
注
解
を
宣
長
に
要
望
す
る
聲
が

揚
つ
た
の
は
當
然
で
あ
つ
た
ら
う
。
か
く
し
て
、
初
學
の
た
め
に
『
古
今
集
』
の

味
は
ひ
を
、
俗
語
を
も
つ
て
わ
か
り
易
く
示
さ
う
と
し
た
『
古
今
集
遠
鏡
』
の
出

現
を
み
る
こ
と
と
な
つ
た
。

注
解
は
い
か
に
詳
し
く
と
も
、
現
代
の
自
分
の
も
の
と
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し

い
が
、
現
代
語
に
譯
す
と
、
直
接
自
分
が
さ
う
思
つ
て
ゐ
る
や
う
に
、
古
へ
の
雅

言
が
自
分
と
同
化
し
た
も
の
に
な
る
の
で
、
一
首
の
細
か
な
情
趣
が
は
つ
き
り
と

つ
ま
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

契
冲
の
『
古
今
餘
材
抄
』
眞
淵
の
『
古
今
和
歌
集
打
聽
』
の
説
に
短
評
を
加
へ

る
。
横
井
千
秋
の
説
も
細
注
と
し
て
入
つ
て
ゐ
る
。

例
言

○
け
り
け
る
け
れ
は
、
ワ
イ
と
譯
す

○
な
り
な
る
な
れ
は
、
ヂ
ャ
と
譯
す

序大
ぞ
ら
の
月
を
見
る
が
ご
と
く
に
し
に
し
へ
を
あ
ふ
ぎ
て
今
を
こ
ひ
ざ
ら
め
や
も

○
此
集
ヲ

サ
テ
サ
テ
結
構
ナ
集
ヂ
ャ
ト
云
テ

天
ナ
月
ヲ
見
ス
ゴ
ト
ク
ニ
仰
ギ

そ
ら

タ
ッ
ト
ン
デ
今
此
御
當
代
ヲ
シ
タ
ハ
ヌ
ト
云
事
ハ
ア
ル
マ
イ
ワ
サ
テ

【
○
千
秋
云
、
い
に
し
へ
と
は
、
後
世
よ
り
い
ふ
古
に
て
、
す
な
は
ち
此
延
喜
の

御
代
を
さ
せ
り
、】

卷
第
二

春
下

つ
ら
ゆ
き

さ
く
ら
花
と
く
ち
り
ぬ
と
も
お
も
は
れ
ず
人
の
こ
ゝ
ろ
ぞ
風
も
吹
き
あ
へ
ぬ

○
オ
レ
ハ
櫻
花
ハ
早
ウ
チ
ル
物
ヂ
ャ
ト
モ
思
ハ
レ
ヌ

ソ
レ
ヨ
リ
ハ
人
ノ
心
ガ
サ

ア
ダ
ナ
モ
ノ
ヂ
ャ

ナ
ゼ
ト
云
ニ

櫻
ハ
マ
ダ
風
ガ
フ
カ
ネ
バ

メ
ツ
タ
ニ

チ
リ
モ
セ
ヌ
ガ

人
ノ
心
ハ
風
ノ
フ
ク
マ
デ
モ
マ
タ
ズ
ニ
早
ウ

ウ
ツ
ル
物
ヂ



ャ
ワ
サ
テ

餘
材
、
下
句
の
注
わ
ろ
し
、

卷
第
三

夏
歌

題
し
ら
ず

よ
み
人
し
ら
ず

我
屋
ど
の
池
の
藤
な
み
咲
に
け
り
山
ほ
と
ゝ
ぎ
ず
い
つ
か
き
な
か
む

○
コ
チ
ノ
庭
ノ
池
ノ
邊
ナ
藤
ノ
花
ガ
咲
タ
ワ
イ
郭
公
ハ
イ
ツ
來
テ
ナ
ク
デ
ア
ラ
ウ

卷
第
四

秋
歌
上

み
つ
ね

か
く
ば
か
り
を
し
と
思
ふ
夜
を
い
た
づ
ら
に
ね
て
あ
か
す
ら
む
人
さ
へ
ぞ
う
き

○
コ
レ
ホ
ド
ニ
面
白
イ
ア
ツ
タ
ラ
秋
ノ
月
夜
ヲ

寐
テ
シ
マ
ウ
テ
ム
ザ
ム
ザ
ト
明

ス
人
モ
ア
ラ
ウ
ガ
サ
ウ
シ
タ
人
マ
デ
ガ
サ

キ
コ
エ
ヌ
事
ヂ
ャ
ト
思
ハ
レ
ル

餘

材
い
た
づ
ら
の
説
わ
ろ
し
、
い
た
づ
ら
に
ね
て
は
、
ね
て
い
た
づ
ら
に
と
心
得
べ

し
、

卷
第
五

秋
歌
下

よ
み
人
し
ら
ず

ほ
に
も
出
ぬ
山
田
を
も
る
と
ふ
ぢ
衣
い
な
ば
の
露
に
ぬ
れ
ぬ
日
は
な
し

○
マ
ダ
穗
モ
デ
ヌ
山
ノ
田
ヲ
ト
ウ
カ
ラ
番
ヲ
ス
ル
ト
テ

毎
日
毎
日
稻
ノ
葉
ノ
露

デ
キ
ル
モ
ノ
ノ
ヌ
レ
ヌ
日
ト
云
ハ
ナ
イ

百
姓
ト
云
モ
オ
ノ
ハ
ア
ア
ナ
ン
ギ
ナ
モ

ノ
ヂ
ャ

此
ヤ
ウ
ナ
ヤ
ウ
ス
ウ
ウ
ヲ
上
ニ
ハ
御
存
知
ア
ル
マ
イ
ガ

藤
衣
は
、
い

か
み

や
し
き
者
の
き
も
の
也
、

【
○
千
秋
云
、
こ
は
君
た
る
人
は
、
こ
と
に
深
く
心
を
と
め
て
、
味
ひ
給
ふ
べ
き

歌
也
、
下
と
し
て
、
貴
き
人
の
御
心
ば
へ
を
も
知
奉
り
、
又
貴
き
人
の
、
下
が
下

の
有
さ
ま
を
も
、
よ
く
し
ろ
し
め
す
べ
き
は
歌
也
、】

卷
第
六

冬
歌

歌
奉
れ
と
お
ほ
せ
ら
れ
し
時
に
よ
み
て
奉
れ
る

き
の
つ
ら
ゆ
き

ゆ
く
と
し
の
を
し
く
も
有
か
な
ま
す
鏡
見
る
影
さ
へ
に
く
れ
ぬ
と
思
へ
ば

○
年
ノ
ツ
モ
ル
ニ
シ
タ
ガ
ウ
テ

次
第
ニ
鏡
デ
見
ル
影
マ
デ
ガ

ツ
ム
リ
ガ
眞
白

ニ
ナ
ツ
テ
面
ハ
シ
ワ
ガ
ヨ
ツ
テ

此
ヤ
ウ
ニ
オ
イ
ク
レ
テ
イ
ク
ト
思
ヘ
バ

サ
テ

サ
テ
暮
テ
ユ
ク
年
ガ
マ
ア
ヲ
シ
ウ
思
ハ
ル
ル
事
カ
ナ

卷
第
七

賀
歌

ほ
り
川
の
お
ほ
い
ま
う
ち
ぎ
み
の
四
十
賀
九
條
の
家
に
て
し
け
る
時
に
よ
め
る

在
原
業
平
朝
臣

櫻
花
ち
り
か
ひ
く
も
れ
お
い
ら
く
の
こ
む
と
い
ふ
な
る
道
ま
が
ふ
が
に

○
四
十
ニ
御
ナ
リ
ナ
サ
レ
タ
レ
バ

初
老
ト
申
テ
老
ガ
コ
ウ
ト
云
ヂ
ャ
ガ

ド
ウ

ゾ
コ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
シ
タ
イ
モ
ノ
ナ
レ
バ

ソ
ノ
老
メ
ガ
來
ル
道
ヲ
フ
ミ
マ
ヨ
ウ
ヤ
ウ

ニ

其
用
意
ニ
櫻
花
ヨ
タ
ン
ト
チ
リ
ア
ウ
テ
ソ
コ
ラ
ガ
闇
ウ
曇
ル
ヤ
ウ
ニ
セ
イ

ソ
シ
タ
ラ
ソ
レ
デ
道
ガ
闇
ウ
テ
來
ル
老
ガ
フ
ミ
マ
ヨ
ウ
テ
來
マ
イ
ホ
ド
ニ

が
に

は
萬
葉
に
大
き
詞
也
、
疑
ひ
の
か
に
は
あ
ら
ず

卷
第
九

羈
旅
歌

卷
第
十

物
名

ほ
と
ゝ
ぎ
す

藤
原
と
し
ゆ
き
朝
臣

く
べ
き
ほ
と
と
き
す
ぎ
ぬ
れ
や
待
ち
わ
び
て
な
く
な
る
聲
の
人
を
と
よ
む
る

．
．
．
．
．

○
郭
公
ガ
待
妻
ノ
來
ベ
キ
ジ
セ
ツ
ガ
過
テ
コ
ヌ
カ
シ
テ

マ
チ
カ
ネ
テ
ナ
ク
ア
ノ

聲
ガ

人
ヲ
ビ
ツ
ク
リ
サ
セ
ル

郭
公
の
う
へ
の
戀
の
歌
也
、
餘
材
わ
ろ
し
、
打

聞
よ
ろ
し
、
但
し
結
句
の
説
は
わ
ろ
し
、

【
參
考
】
古
今
和
歌
集
の
序
は
、
む
か
し
か
ら
名
文
と
い
は
れ
て
ゐ
る
が
、
氣
魄

の
の
激
し
さ
の
申
し
分
の
な
い
文
章
で
あ
る
。
初
め
て
の
敕
撰
和
歌
集
を
つ
く
る

と
い
ふ
心
構
に
於
て
、
千
古
を
つ
ら
ぬ
く
氣
力
が
こ
も
つ
て
ゐ
る
。

保
田
與
重
郎
著
『
日
本
の
文
學
史
』


